
第 98まえばしＣＩＴＹエフエム番組審議会議事録 

 

【会議名】第 98回まえばしＣＩＴＹエフエム番組審議会 

【日時】令和 4年 3月 18日（金）10：45～ 

【出席審議委員】今村一之、岡正雄、高松秀光、福井謙一 

【欠席審議委員】町田信明 

【事務局】山崎恵美 

 

◇審議事項 

 

第１号議案 新番組について 

「IFAパパが教える金融のイロハ」 

放送日時 毎週火曜日 19：00～19：30 30分収録放送 1/4スタート 

番組内容 群馬県在住の金融アドバイザーが金融について基礎から教える番組。 

 

「中央カレッジグループ広報担当者のそれ気になる！」 

放送日時 毎週金曜日 21：00～21：30 30分収録番組 3/4スタート 

番組内容 中央医療歯科専門学校高崎校広報担当者が MCとして、広報に関係してもしなくても、日常の

中で気になる事を担当校の学生や同僚とゆるく話すトーク番組。 

 

【事務局より】 

「金融のイロハ」IFAとはインディペンデントファイナンシャルアドバイザー（証券会社に属していない

アドバイザー）。 

M.waveでは初めての金融専門の番組。全 12回予定で毎回ゲストの方をお迎えし、金融について初心者で

もわかりやすい内容でお届けしている。 

「これ気になる！」は女子会トークのようなゆるい雰囲気だが、進路の選び方などのまじめな話題も扱

っている。 

 

【審議委員各位より】 

〇「金融のイロハ」は楽しみな番組だが、毎週の話をどのように繋いでいくかに成否がかかわっている

ように思う。単回で聴いても完結するような、知識の備積を必要としない工夫が望まれる。 

〇「それきになる！」も良い番組になる事を期待するが、この手のトーク番組はテーマとファシリテー

ターの技量に依存する部分が大きいと思われるので、毎回のトークテーマの設定には注意する必要

があるかと思う。 

〇新番組は放送時間にまで気を配っているか。例えば、「それ気になる！」ラジオの場合は、ターゲッ

トが学生等若年層ならば、もう少し深い時間でも良いのではないか。 

〇「それ気になる！」は番組の内容はチェックできているか。 



 →トークテーマ等把握できている。また収録放送の為、ダメな部分はカットできるようにしている。 

 

第二号議案 「2022防災特別番組～未来を創る～」について 

放送日時 3月 7日（月）13：00-13：54 

       8日（火）16：30-17：24 

       9日（水）16：30-17：24 

       10日（木）13：00-13：54  

       11日（金） 9：00-9：54  

※10時より緊急起動試験放送、午後 2時 46分に 1分間の黙祷用放送  

        12日（土）14：00-14：54 

         13日（日）12：00-12：54  

内  容 東日本大震災が発生して 11年。東日本大震災がどのような災害だったのか改めて考え、そし

て災害時に必要な防災リュックの中身について紹介。スペシャルトピックス①として【前橋

市と防災】前橋市防災危機管理課の方から前橋市の震災当時のことや、地震が起こる可能性、

防災についての取り組みなどを紹介いただいた。 

     また、スペシャルトピックス②として【被災地の新たな未来】福島県南相馬市に誕生した酒

蔵からゲストお迎えし、被災地で活動する若者のチャレンジについてお話しいただいた。 

 

【事務局より】 

より多くの方に聞いていただけるよう、時間を変えて放送した。 

今回は以前いただいた‘ラジオは聴いて安心できるという事も大切だと思う’というご意見に共感し、

前を向いた内容にしたいという思いのもと制作した。そのため、「未来を創る」という番組名にし、防

災危機管理課の方から震災後の前橋市の取組をご紹介いただき、また、11 年経った被災地の今を伝える

ため、南相馬市で酒蔵を始めた立川さんという方にお話しをお伺いした。昨年より長い 1 時間という放

送時時間なので、聴いている方に飽きられないようトピックスを分け、リスナーメールも紹介した。 

 

【審議委員各位より】 

〇番組パーソナリティーのトークは聴きやすく、特別番組の内容がよく伝わったが、市からのゲストの

方は、原稿まる読みな感じがあり、違和感を覚えた。今回のようにプロではない方にお話しいただく

際には、パーソナリティーによるインタビュー形式にして会話している感じを聴き手に与えられるよ

うにする工夫が必要。 

〇被災地の新たな未来に関しては、酒造りと防災、あるいは 3.11との関連が不明で、出だしの部分はコ

ロナ関連になっていると感じた。何故南相馬市の酒蔵に焦点当てたのかがわかるとリスナーの関心が

より高まるのではないか。 

〇防災グッズのトーク中では、防災ラジオについて実際の動作などを盛り込んで、より詳細な商会が必

要。これがメッセージの中心なのだから。防災あるいは実際に災害が発生した際のラジオの力を効果

的にアピールすることが重要。 

〇前橋市の取組に関して、自助と共助の説明は先にあった方が良い。 



〇番組の内容は良く出来ていて聴きごたえはあった。 

〇未来を創るという番組名を決めた経緯や、流す曲の紹介等詳しい説明があった方が良い。 

〇こういった前橋市職員が出てくる番組はあった方が良い。これからもどんどん出てもらった方が良い

い。 

〇復興にかかわっている方にもっとお話しを聴けたら良い。 

 

第三号議案 その他質疑応答 

〇聴取率はどのようにいつとっているか。 

→2019年のものが最後で街頭アンケートを行った。 

〇聴いている時間などの項目はあるか。新番組をやるならリスナーが多い時間やターゲットが若者なら

遅い時間など踏まえて決めた方が良い。 

→聴取率アンケートを行う際に聴いている時間までは項目にないので今後の参考にしたい。 

 

 

次回日程等 

次回予定 2022 年 5 月 20 日（金）10：30~ 

 

2022 年 4 月の番組審議会は休会しました。 

 

以上 


